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永年勤続表彰、文教委員長、党県連青年局長

　このたび中塚周一県政報告誌BRIDGE（ブリッジ）第
11号を発刊させていただきました。本誌をご覧いただく
ことで県議会議員としての活動を少しでも知っていた
だければ幸いです。
　さて、平成29年2月定例会開会日において在職10年表
彰を受けました。これもひとえにご支援していただける
皆様のおかげであり、引き続き県勢発展に向けて活動し
てまいります。また、今年度は、県議会において文教委
員会の委員長を、自民党岡山県連青年局の局長を拝命い
たしました。それぞれ重要な役職であり、積極的に活動
していきたいと考えています。今後とも皆様のご指導ご
鞭撻をよろしくお願いいたします。

� 岡山県議会議員　中 塚 周 一

ごあいさつ
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2016年（平成28年）　所属委員会：常任委員会「農林水産委員会　委員長」　特別委員会「地域経済活性化対策特別委員会」
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～産業振興。それは地域を支える原動力～に出演

岡山 県 議 会 ナビ 平成29年3月11日・12日にOHKで放送されました。

テレビ番組「岡山県議会ナビ」に出演しました。テーマは「産業振興」で、
以下の点について発言しました。（※文面は主旨のみ）

　産業振興の現状と課題として、国内のみならず世界に
目を向けた競争力の強化が求められており、そのために、
ハードの整備と制度の両面で、限られた予算の中でどこへ
集中させるかを見極めること。また、人材の確保と育成も
当然重要である。

　攻めの農林水産業について、次代を担う力強い担
い手を育成することが大切。IJUターンによる新規就
業者の確保育成、また、それに取り組む産地等の取り
組みを支援する事業を実施すること。さらに、県南で
は、市街化調整区域により新規に就農したいという人
が住宅を整備できないというような状
況もあり、農地を守り育てるという観
点からも制度を考え直す必要がある。

　企業誘致や投資の促進について、『水島コンビナート
の国際競争力強化と水島港の機能強化』が重要で、近隣港
において国によるインセンティブ制度が導入され、集荷競
争がさらに激化しており、岡山県をはじめ地方が育ててき
た地方港の切り捨てにならないようにしなければならない。
「域内企業連携による高効率・省資源化」「船舶の輸送効率
の改善」「高機能素材の生産工場や研究施設の集積」など
総合特区やバルク戦略港湾を継続しメリットを高めていく
必要がある。

　企業や働く人への支援、人材確保について、長時間労
働の是正、女性の活躍、高齢者が生涯現役でいることので
きる環境整備、障害を持っている方も働ける場の拡大と自
立して生活できる環境を整えていくこと。
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質問事項

農山村における田園まちづくりについて

　農村集落から人が流出しており、新たに人が流入してくる
には宅地整備に市街化調整区域などの制限があり困難な面
がある。地域の実情に合わせた集落整備と農地保全が行え
る制度整備が必要だが。

知事　先行事例の現状や課題などを調査するとともに、まちづ
くりの主体である市・町の意見を伺いながら、検討してまいりた
い。

公共交通空白地有償運送について

　公共交通空白地有償運送の制度は、住民主体で居住する
地域の実情に応じて運用しやすいという期待が持てる。今後
の取組について伺いたい。

知事　制度をわかりやすく説明するセミナーや出前講座を行う
とともに、市町村と連携して、車両購入や運転資格取得などの
経費を支援し、公共交通空白地有償運送のさらなる普及を図
ってまいりたい。

移動に関する生活支援サービスについて

　介護保険の総合事業には外出などを住民主体で支援する
考え方があるが、道路運送法上の取扱いなどの課題があり
難しい。移動支援の説明や啓発などを実施してはどうか。

知事　市町村やNPOなどを対象に道路運送法の説明会を開
催するほか、移動サービスに必要な運転員の養成や車両の確
保に向けた対策の検討を行い、移動に関する生活支援サービ
スの普及に努めてまいりたい。

玉島ハーバーアイランドへの
複合港湾業務施設の整備について

　玉島ハーバーアイランドへの物流機能の強化等のため、
複合港湾業務施設の整備促進が必要だ。立地企業も増加し
ており、水島港湾事務所の老朽化や狭隘さも懸念される。災
害等の緊急時対応を考え、核となる水島港湾事務所をはじ
めとした公共機関を含む複合港湾業務施設を整備すべき。

知事　玉島ハーバーアイランドへの立地企業
が増加する一方で、水島地区での行政需要が
高いことや、新高梁川橋梁の完成に伴い水島・
玉島間のアクセス向上が見込まれることなどか
ら、災害等の緊急時対応の観点も踏まえなが
ら、引き続き関係機関で検討してまいりたい。

集落区域
地縁者の住宅を建てやすくしよう
空き地や空家の有効利用を図ろう

集落区域
人口減少・高齢化が進んでいる
ので新しい人を受け入れよう

保全区域
神社や杜を保全しよう
古くから言い伝えが残る場所
や樹木など、地域の魅力を保
全しよう

保全区域
山・池・川などの自然を守ろう
希少な植物を守ろう

特定区域
既存の工場が敷地を拡張して
増改築できるようにしよう

農業区域
農地を保全しよう
一部を貸農園にしよう

森林区域
森林を保全しよう
里山の一部をレクリエーション
施設として活用しよう

田園まちづくり計画
保全区域……自然環境や歴史資源などの保全すべき区域

森林区域……森林として保全または森林を活用する区域

農業区域……農地として保全、または農地を活用する区域

集落区域……集落として良好な生活環境の保全と創造を図る区域

特定区域……地域の活性化のため、特定の用途の建築物を
　　　　　　整備・開発する区域

農山村における田園まちづくりについて

公共交通空白地有償運送について

移動に関する生活支援サービスについて

玉島ハーバーアイランドへの複合港湾業務
施設の整備について

平成28年12月

1
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3

4

議会一般質問
▲後援会の皆さんが傍聴に来られました

※質疑の主だった部分のみを抜粋

参考資料：加古川市・田園まちづくり制度パンフレット

参考資料：国土交通省・自家用有償旅客運送制度の見直し



1.農業の担い手の確保・育成について

　担い手の育成は早急に取り組むべき課題で
あり、しかるべき予算を計上するべき。また、
担い手育成関連施設を有効活用した実務研修
の実施や、早期経営確立のための支援が必要
であるが、どう取り組むのか。

　補正予算に計上するとともに、青少年農林文
化センター三徳園を担い手の育成拠点として再
整備し、実践的な研修を行いたい。

3.農業・水産業施設等の老朽化対策について

　用水路や排水機などの農業用施設、防波堤
や樋門などの漁港・漁場の施設は、今後、老朽
化し整備が必要となるものが大幅に増加するこ
とが見込まれる。農業や漁業の生産活動に支
障をきたす恐れがあり、早急な老朽化対策が
必要である。

　年度ごとの費用を平準化し、重要度や緊急度
に応じて計画的に対策を進めていく。国に地域の
実情を十分伝え、国庫補助事業の確保に最大
限努力しながら着実に老朽化対策を進めていき
たい。2.ブドウの供給力強化について

　本県のブドウは、首都圏や海外での需要が
高まっているが、生産者の高齢化や担い手不
足により、長期安定出荷を求める市場ニーズ
にこたえきれていない。産地育成による供給
力強化や、冬でも安定出荷できる技術を開発
するべきである。

　ハイブリッドメガ生産団地
の整備に加え、品種の新改
植や施設整備による産地拡
大等を支援し供給力強化を
進める。予算を増額し、シャ
インマスカットや紫苑を技術
開発を進め、出荷期間の長
期化を図る。

予算総括協議会に自民党農林水産部
会長として質問に立ちました。

要旨 要旨

要旨

答弁
答弁

答弁

平成29年
2月

　平成２９年２月議会で自民党県議団・農林水産部会長として「岡山県県産
材利用促進条例」を議員発議で提案し、同条例を制定することができ、平成
２９年４月１日より施行されました。
　この条例は、県産材の利用の促進に関する施策の基本的事項を定め、総合
的に推進し、健全な森林の育成並びに林業及び木材産業の持続的な発展に
寄与することを目的としています。県は、市町村や林業・木材産業などの関係
団体と連携して、県産材のより一層の利用促進に取り組んでいきます。

議員発議（平成29年2月定例会で農林水産部会長として）

岡山県産材利用促進条例

▲電車の中吊り広告

※質疑の主だった部分のみを抜粋



次代の岡山をつくるために
文教委員会（平成29年度）

常任委員会「文教委員会　委員長」　特別委員会「総合計画・行財政改革特別委員会」所属委員会

岡山のために
日々勉強 !!

走り続ける中塚周一

文京区立お茶の水女子大
学こども園は、国立大学
が運営する区立の保育所
型こども園で、運営形式
も珍しいが研究機関であ
る大学と幼稚園との連携
も期待されている。

スーパーグローバルハイスクールの
指定を受け、多言語習得と国際的な
感性を育む教育を実践している。

子どもが仕事体験でき
るだけでなく、英語を
公用することから学校
の単位取得にも連携し
ている。

保幼小中高の連携型一貫教育の推進について聴く。

県立高校に指定管理者制度を導入し、より実践的
な職業訓練を行っている。

◀︎▲お茶の水こども園

◀︎▲神奈川県立横浜国際高校

◀︎▲キッザニア

▲茨城県守谷市役所

▲愛知県立愛知総合工科高等学校

県外視察



文教委員会（平成29年度）

国指定重要文化財である聖廟の保存
修理の様子など説明を受ける。

環太平洋大学の日本トップクラスのアスリート
ホール TOP GUN を視察

ドラゴンフルーツ等の栽培と 6 次産業化について
▲御津町のスコレー

発達障害児・者の支援体制について
▲岡山県精神科医療センター

福祉現場の現状と課題について
▲社会福祉法人経営者協議会との懇談

◀︎▲特別史跡旧閑谷学校

ユネスコ・スクールとしての取り組みや生徒の全
国募集について聴く。

▲岡山県立和気閑谷高校
道徳教育実践研究指定校として取り組んでおり、平
成 30 年度からの道徳の教科化に向けての参考に。

▲真庭市立蒜山中学校

就学前教育や保幼小の連携の取り組みなどについ
て聴く。

▲美作市立江見保育園

カフェの併設や読書通帳の発行など利用を楽しめ
る工夫をしている。

▲新見市立中央図書館

県産果物を使った加工食品について
▲玉島に本社のある果実工房の奈義工場 ▲環太平洋大学

地域経済活性化対策特別委員会（平成28年度）

社会福祉関係振興議員連盟

県内視察

　現場を見て、聴いて、理解することは、県政
の課題を把握するため議員としての大切な役
割です。未来への発展につなげます。

　さらに、先進的、特徴
的な取り組みを岡山県
にも取り込む、あるいは
波及させてこそ視察の
意義があります。



年間活動報告（2017年2月〜9月）

●�後援会事務所（玉島勇崎1044-4）には
　統括・内田光則が常駐しています。
　ご連絡は　電話086-528-2244

●この「ブリッジ」について　ご意見、お問い合わせは
　後援会事務局　編集長　虫明正雄まで

県政の動き等を素早くお知らせしています。
皆様からのアクセスお待ちしています。
http://nakatsukashuichi.com/

中塚周一
ホームページ

インキは有害なVOC（揮発性有機化合物）
を排除しほぼ100％植物油を材料とした
ベジタブルインキを使用しています

中 塚 周 一 

2017年　所属委員会：常任委員会「農林水産委員会　委員長」　特別委員会「地域経済活性化対策特別委員会」 所属委員会：常任委員会「文教委員会　委員長」　特別委員会「総合計画・行財政改革特別委員会」

2月 3月 4月 5月 6月

22
日

23
日

24
日

28
日

1
日

2
日

3
日

5
日

10
日

14
日

15
日

17
日

25
日

11
日

14
日

17
日

23
日

28
日

1
日

8
日

10
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

29
日

30
日

31
日

8
日

9
日

岡
山
県
議
会
2
月
定
例
会
・
農
林
水
産
委
員
会

　
　
　
自
民
党
看
護
議
員
連
盟
役
員
懇
談
会

　
　
　
自
民
党
青
年
局
役
員
会

　
　
　
自
民
党
農
林
水
産
部
会

　
　
　
県
立
玉
島
商
業
高
校
卒
業
式

　
　
　
自
民
党
政
務
調
査
会

　
　
　
自
民
党
議
員
団
総
会

　
　
　
自
民
党
大
会（
東
京
）

　
　
　
地
域
経
済
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
農
林
水
産
委
員
会

　
　
　
岡
山
県
農
業
大
学
校
卒
業
式

　
　
　
自
民
党
県
議
団
総
会

倉
敷
み
な
と
大
橋
開
通
式
典

岡
山
県
農
業
大
学
校
入
学
式

農
林
水
産
委
員
会
・
　

く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
推
進
議
員
連
盟

南
米
県
人
会
三
村
相
談
役
懇
談
会

倉
敷
市
制
50
周
年
記
念
式
典

農
林
水
産
委
員
会

中
国
5
県
森
林
環
境
税
勉
強
会

自
民
党
県
議
団
総
会

岡
山
県
議
会
臨
時
会

備
中
県
民
局
事
業
説
明
会

県
議
会
委
員
長
会
議
・
水
防
協
議
会
・
　

さ
わ
ら
の
会
総
会

文
教
委
員
会

総
合
計
画
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

倉
敷
市
期
成
会
合
同
総
会

文
教
委
員
会
・
自
民
党
県
議
団
総
会
・
　

岡
山
県
教
育
振
興
会
理
事
会

総
合
計
画
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

岡
山
県
議
会
6
月
定
例
会
・
が
ん
対
策
議
員
連
盟

　
　
　
自
民
党
文
教
部
会
・
自
民
党
青
年
局
役
員
会

▲新明ファーム　バナナハウス ▲橋本厚生労働副大臣訪問 ▲社会福祉関係振興議員連盟懇談会 ▲全国老人福祉施設協議会事務局訪問▲青年局街頭活動

※県議会等の主な公務のみを掲載

6月 7月 8月 9月

11
日

13
日

20
日

21
日

22
日

26
日

27
日

30
日

12
日

14
日

18
日

24
日

25
日

28
日

2
日

5
日

10
日

21
日

25
日

28
日

5
日

12
日

13
日

14
日

15
日

21
日

22
日

26
日

27
日

28
日

　
　
　
自
民
党
岡
山
県
連
合
同
会
議
・
　

　
　
　
自
民
党
青
年
局
全
国
一
斉
街
頭
活
動

　
　
　
地
域
公
共
政
策
セ
ミ
ナ
ー
・
　
行
政
書
士
議
員
連
盟

　
　
　
自
民
党
政
務
調
査
会
・

　
　
　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
解
決
議
員
連
盟
・

　
　
　
書
道
議
員
連
盟

　
　
　
自
民
党
県
議
団
総
会
・
湯
郷
ベ
ル
・

　
　
　
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
県
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会

　
　
　
岡
山
米
子
道
4
車
線
化
議
員
連
盟
・

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
議
員
連
盟

　
　
　
総
合
計
画
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
・

　
　
　
児
島
湖
を
き
れ
い
に
す
る
議
員
連
盟

　
　
　
文
教
委
員
会
・
伯
備
線
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
化
協
議
会
・

　
　
　
吉
備
国
大
シ
ャ
ル
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会
・

　
　
　
く
だ
も
の
王
国
お
か
や
ま
推
進
議
員
連
盟

　
　
　
自
民
党
県
議
団
総
会
・
森
林
林
業
活
性
化
議
員
連
盟

玉
島
警
察
署
視
察（
産
業
労
働
委
員
会
）

文
教
委
員
会
・
安
全
安
心
議
員
連
盟

ヤ
ン
マ
ー
バ
イ
オ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

倉
敷
ラ
ボ
視
察（
農
林
水
産
委
員
会
）

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会
県
外
視
察（
愛
知
・
東
京
・
神
奈
川
等
）

文
教
委
員
会
県
内
調
査

文
教
委
員
会

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
視
察

（
社
会
福
祉
議
連
・
医
療
議
連
）

文
教
委
員
会
・
　

社
会
福
祉
議
連

｜

社
会
福
祉
経
営
者
協
議
会
懇
談
会

総
合
計
画
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

岡
山
県
議
会
9
月
定
例
会
・
自
民
党
青
年
局
役
員
会

　
　
　
自
民
党
文
教
部
会
・

　
　
　
社
会
福
祉
関
係
振
興
議
員
連
盟
幹
事
会

　
　
　
自
民
党
政
務
調
査
会

　
　
　
自
民
党
県
議
団
総
会

　
　
　
神
道
議
員
連
盟
講
演
会

　
　
　
総
合
計
画
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
文
教
委
員
会

　
　
　
社
会
福
祉
関
係
振
興
議
員
連
盟
と

　
　
　
県
保
健
福
祉
部
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
自
民
党
県
議
団
総
会
・
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ

　
　
　
県
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
総
会
・
自
民
党
青
年
局
と

　
　
　
女
性
局
に
よ
る
農
業
女
子
と
の
意
見
交
換
会

文
教
委
員
会
県
内
調
査

～産業振興。それは地域を支える原動力～に出演

岡山 県 議 会 ナビ 平成29年3月11日・12日にOHKで放送されました。

▲伊藤先生（保育士）瑞宝双光章
　祝賀会挨拶

▲備中玉島みなと朝市 ▲地域夏祭りで挨拶 ▲玉島百働会 終戦の日挨拶 ▲後援会事務局有志による
　国会見学

▲倉敷ピーチジャックス 全日本
　クラブ野球選手権出場市長訪問


